
＜研究内容３＞ 
 保健室で気が付いた子どもたちの実
態について、教職員・家庭・社会にどの
ように発信し連携していくのか、その方
法を検討する。 

４．研究方法 

（１）会員一人一人の日常実践に基づいた市町村ブロックの共同研究を推進する。 

（２）実技研修会および理論研修会を開催し、日常実践や今日的な課題解明につなげていく。 

（３）各ブロック間の連携を深め、より一層、研究が深まる取組をする。 

養護教諭部会 

Ⅰ．研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

３．研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の経過 
 

平成26年度からこの研究主題のもと、

各ブロックは子どもたち個々の健康・発

達課題に寄り添い、対応や支援の在り方

を研究し実践してきた。 

しかし、令和2～4年度については新型

コロナウイルス感染症の感染拡大によ

り、ブロックの部会や第二次研究協議会、

理論・実技研修会を以前のような形式で

実施できず、活動を十分に行うことが難

しい 3 年であった。こういった状況の中

でも、本来 2年の研究計画を 3年に延ば

し、研究の内容や方法を試行錯誤しなが

ら研究を深めることができた。 

令和 5年度は、2年継続研究の 1年次

となる。コロナ禍が続き、これまで私た

ちが感じてきた子どもたちの健康・発達

課題が一層顕著になっている中、子ども

たちが自分らしく生きる力を育むため

に、養護教諭の特性を生かした効果的な

実践と発信が必要であると考える。今後

は感染状況を踏まえつつとはなるが、各

ブロックの研究を進め、その成果を全会

員で共有することを目指し拡がりをもっ

た視点で研究を推進していきたい。 

＜研究内容１＞ 
 子どもたちの実態を把握
し、問題点を明確にする。 

２．主題設定の理由 
 

近年の社会環境や生活様式の急激な変化は、児童生徒の心身の健康
に大きな影響を与え、健康課題を多様化させている。 

特に、ICT（情報通信技術・通信技術を活用したコミュニケーショ
ン）関連機器がめざましい発展を続け、大人だけではなく子どもたちに
も広く浸透し、授業での利用も進んできている。しかし便利である一方
で、情報の氾濫によって不確かな情報に翻弄されたり、SNS によるト
ラブルも多くみられる。また、視力低下や直接的なコミュニケーション
の不足による人間関係の希薄化など、デジタル化による心身の健康上の
新たな課題も出てきている。 

また、コロナ過の学校生活で制限を余儀なくされた子どもたちへの
心身の影響は計り知れない。本来なら触れ合って遊び、顔を合わせて語
り合い、協働して何かを創り上げる活動が制限され、集団での達成感や
信頼感、自己肯定感を高める教育が難しくなっている。そのような中、
不登校傾向の子どもは増加し、子どもの貧困やヤングケアラー・虐待な
ど見えないところで苦しんでいる子どもたちの問題も増加傾向にある。
さらに、バリアフリーや特別支援、LGBTQなどへ配慮した教育環境づ
くりがなかなか進まない現状もあり、改善が急務である。 

このように複雑で変化の激しい社会の中、養護教諭として子ども一
人一人を大切に受容し、職務の特性を生かし対応や支援の在り方を探求
することが重要と考える。常に「養護」とは何かを問い続け、子どもの
健康と人権を守り育てる養護実践を深めていく。また、確かな連携方法
を模索し、家庭や地域社会・教職員に対する効果的な情報発信の方法を
検討し、様々な健康課題について家庭と学校が課題を共有しながら学校
全体・地域社会全体で対応していく必要がある。 

以上のように、複雑かつ多様化した子どもたちの健康課題に対し養
護教諭の視点を大切にした取組が必要と考え、標記の研究主題を設定し
た。 

＜研究内容２＞ 
 子どもたちが自己肯定感をもち、
自分らしい選択をし、人とのつなが
りを大切にしながら生きていけるよ
う、支援の在り方を検討する。 

１．研究主題 

健康について考え、心豊かに自分らしく生きる子どもの育成をめざして 



Ⅱ．研究の経過と成果 

１.全体の実践の経過 

（１）役員研修会・推進委員研修会の内容 

４月１４日 今年度の業務・研究計画の確認 

５月１８日 研究協議会・理論研実技研・予算 

・研究主題見直しについて 

７月 ３日 研究協議会・理論研実技研・ブロック研究レポート 

・ブロック理論研・実技研の内容交流について・次年度以降の研究サイクルについて 

８月１８日 実技研について 

９月１１日 研究協議会・次年度研究・『石狩の教育』・ブロック反省・実践資料集について 

  １１月２０日 研究協議会反省・理論研反省について 

   １月２６日 研究協議会反省・研究活動の反省・次年度へ向けて  

（２）実技研修会 

８月２４日（木） 北広島市 石狩教育研修センター 

「子どもの未来を拓く保健室の整理収納～実践編～」 

講師： 北翔大学 教育文化学部 教育学科 教授 今野 洋子 氏 

（３）第二次研究協議会 

１０月１３日（金） 江別市立対雁小学校 

・全体会（レポート発表） 

・分科会 

・理論研修会 「救急処置～養護教諭としての対応のポイント～」 

講師： 北海道教育大学 札幌校 教授 岡田 忠雄 氏 

 

２.各ブロックの研究と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ブロック情報・部会情報の発行 

・ 推進委員研修会ごとのブロック交流 

・ 部会HPの更新 

＜ 石 狩 ブ ロ ッ ク ＞ 

１．研究主題 

「健康について考え、自らの意思で選択し、行動できる子どもの育成をめざして」 

～養護教諭のスタンスを意識した伝え方の工夫～ 

２．研究内容 

   今年度は３年研究の２年目となる。昨年度の研究で明らかになった課題の解決に向けて、保健室で子どもと

関わる際に、どのようなことを意識して関わっているかを交流した。また、保健だよりなどの子ども向け資料

を各校持ち寄り、養護教諭としての思いを子どもに伝えるために、どのような工夫をして資料を作成している

か「養護教諭のスタンスを意識した伝え方」についても交流した。 

３．研究の成果と課題 

   交流の結果、子どもの自己決定力を養うために、選択肢を与えて、自分がどうしたいのか、子ども自身に決

定させる機会をつくったり、養護教諭が子どもの思いを否定せず、受け止めることで、子ども一人一人に寄り

添い、個を大切にした柔軟な対応につながることが明らかになった。 

   今後は、課題をもつ子どもへの対応が、養護教諭のスタンスを意識した対応であったか、自身の対応を振り

返り、子どもに対する言葉がけや、態度、表情など、養護教諭の対応を変えることによって、子どもにどのよ

うな変容が見られたか交流する。また、多忙な教職員や保護者に対して印象に残る伝え方や、養護教諭として

の思いを納得してもらうには、どのような工夫や手立てが有効なのか探るため、教職員や保護者向けに作成し

た文書を各校持参し、交流する予定である。さらに、今年度の研究で明らかになった、養護教諭の思いを伝え

るスキルをもとに、子ども向け資料や、大人向け資料をグループに分かれて作成していきたいと考えている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 北 広 島 ブ ロ ッ ク＞ 

１．研究主題 

子どもの心によりそった保健室をめざして ～保健室からの効果的な情報発信を考える～ 

２．研究の経過と成果 

今年度は、２年研究の２年次になる。上記のブロック研究主題のもと、「小学校グループ」と「中学校グループ」

に分かれ、保健指導資料を作成した。小学校ではスライドで担任による保健指導、中学校では保健だよりやスライ

ドの発信を行い、その指導内容や方法について、教職員、児童生徒にアンケートを実施。その後、指導の様子やア

ンケートなどから、発信方法の検討をした。 

小学校グループでは、アンケートの結果、児童・教職員ともに、スライドによる指導に対して、全体の９０％以

上が「わかりやすかった」、「指導しやすかった」との回答だった。動画は子どもの興味関心をひく、デジタル媒体

の方が内容もわかりやすく、指導しやすいとの声が多く聞かれた。 

中学校グループでは、スライドでの情報発信における課題も多く見つかった。スライドは、保健だよりよりも多

くの情報を一度に伝えることも可能となるが、内容が多すぎる、難しすぎると読むのに負担がかかり、読んでもら

えない可能性が高まる。保健だよりについては、配付の際に一度確実に目に入るのが利点ではあるが、生徒アンケ

ートから、すべて読んでいる人は２割に満たないことが明らかとなった。 

３．研究のまとめと今後の方向 

今回の研究を通して、効果的な情報発信を行うためにはどのような発信の方法がよいのかを意識して取り組む

ことで、情報発信の新たな形態についての可能性を感じることができた。また、情報を発信するうえで根拠のある

知識を身に付けることが必要であることからも、市内小中学校の養護教諭が情報交流をする機会がとても貴重で、

個々のスキルアップにもつながる重要な時間であると再確認できた。今後、アンケート結果をまとめ、その結果か

らよりよい保健指導と情報発信の在り方について考察・検証するとともに、より効果的に伝わる情報発信の方法

について考察し、新たな保健指導へつなげていく。 

＜ 恵 庭 ブ ロ ッ ク ＞ 

１．研究主題 

多様性を認め合い、自分らしく生きる子どもの育成をめざして 

～子どもがわかる、からだの学びを通して～ 

２．研究内容 

子どもが自分自身を肯定し、生きていることは素晴らしいと感じられる学びをつくりたいと考え研究を始め２

年次となった。１年次に引き続き、各グループに分かれて以下の内容に取り組んだ。 

＊多様性の理解グループ：特に性の多様性に焦点を当て研究を進めており、実際に行っている性教育の授業の見

学をした。また、今年度は 1 年次の学びを生かし、LGBTQ についての掲示物を作成し各学校に巡回したり、教職

員への研修を行うなど積極的な情報発信をしている。 

＊からだの科学グループ：健康診断の保健だよりや結果のお知らせ文書を持ち寄って見直しした。また、自然治

癒力・自己免疫力の２つのテーマで保健だよりを作成し、発達段階に合わせて内容をアレンジし市内小中学校で

発行した。発行の際には、教職員向けのおたよりも発行しアンケートをとって感想を集約している。 

３．研究の成果と課題 

１年次は、資料や書籍を用いた情報交流が中心であったが、２年次は、おたよりや掲示物の作成、教職員への

研修など、１年目の学びを生かし効果的な発信をすることができた。しかし、発信をしていく中で、配慮が必要

なことなど、新たな課題も見つかった。一律な押しつけのない内容で、子どもへ発信していくことはもちろん、

教職員への発信も行うことで、子どもに寄り添った支援をしていきたい。私たちのこうした意識は、からだや心

を知る楽しい学びとなり、自らの存在を慈しみ、お互いを認め合える子どもの育成につながると考える。次年度

のまとめに向け、今後も研修を深めていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 江 別 ブ ロ ッ ク ＞ 

１．研究主題 

「みんなでつくる学校保健」 ～より効果的な発信をめざして～ 

 

２．研究内容 

   養護教諭としての学びや想いを子どもたちや保護者に伝えていくために、より効果的な発信方法について研

究を行ってきた。４年計画の４年目となる今年度は、｢感染症｣｢ネット・メディア｣「色覚・香り」の各グルー

プで実践してきたことを検証し、成果と課題をレポートにまとめた。その中で、「一人ひとりを尊重しながら」

発信を行っていくことが大切であることが、各グループ共通のキーワードとして確認された。 

    

３．研究の成果と課題 

   効果的な発信を考えるうえで、私たちが日々感じている思いや情報を伝えることが、大きな行動の変容は見

られなくても小さな気付きや行動につながるきっかけになることがわかった。また、対象をしぼり、方法を限

定せずに様々な角度から発信を行うことによって、保護者や地域社会とともに子どもたちの課題に向き合うこ

とができ、養護教諭として様々な人と関わり、協力し、思いを伝え続けることが大切であると学んだ。 

   これからも、相手の置かれている状況や実態を考慮しながら必要なことは繰り返し伝えていき、同時に常に

アンテナを張って情報を更新しながら、子どもたちの課題に向き合っていきたい。 

＜ 千 歳 ブ ロ ッ ク ＞ 

１．研究主題 

自己のよさを見つけ、自分らしく生きる子どもの育成をめざして 

～保健室の健康相談活動を考える～ 

２．研究内容 

児童生徒の抱える健康問題は、複雑かつ多様化しており、適切な支援の在り方を考えていくことが求められてい

る。保健室で行う健康相談活動の具体的な展開方法や、関係機関との連携・協力の方法を探求する必要性を感じ、

上記主題を設定し、研究を進めた。 

研究１年次目の今年度は、校種別グループごとに事例交流会を行い、各校の実態や課題を交流した。事例交流会

では、多くの成果・確認できたことがある一方、事例交流会では解決しなかった課題も残された。 

 

３．研究の成果と課題 

事例交流の成果・確認できたこととして、「校内支援委員会の重要性。学校規模にかかわらず、校内体制をつく

り、共通認識を図ることが大切である」、「医療や外部機関と連携し、子どもの意識変容が見られた事例の交流がで

きた」などが挙げられた。残された課題としては、「問題の原因が家庭環境に起因すると思われることが多い」、

「中学校では問題がより複雑かつ多様化しており、命に関わる問題もある」、「保護者の支援法や、意識を変える働

きかけについて」などが挙げられた。 

今後は、グループで行った事例交流を代表者が行い、全体で意見交流を予定している。また、千歳市のスクール

ソーシャルワーカーや臨床心理士を講師に迎えた研修会を実施する予定である。残された課題や、全体交流会の事

例について、異なる立場からの視点や健康相談活動の具体的な展開方法を学び、問題や子どもの姿を多角的に捉え

ていきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．実技・理論研修会 

 

１．実技研修会 

 

テーマ 「子どもの未来を拓く保健室の整理収納～実践編～」 

講 師  北翔大学 教育文化学部 教育学科 教授 今野 洋子 氏 

 

＜開催の概要＞ 

 今野氏には、令和３年度に引き続き２回目の講師を引き受けていただいた。今回は実 

践編として、整理・収納の基本から、具体的な手順・方法のお話を聞くことができた。 

【整理】…整理・整頓・収納において、整理（必要なものの 

見極め）はとても重要な作業である。「今必要なもの」 

「今使うもの」を置くことや、適正量を保つことが大切である。 

【一日一捨の体験から】…「一日一つ、保健室にあるものを捨てる」という実践を 

した養護教諭の体験から、意外と使わないものが多かった、捨てられるものがたくさ

んあったという結果になった。汚れたもの・壊れたもの・古いもの・使わないものは

手放すという考え方で、整理していくとよい。 

 

＜成果＞ 
 保健室には、書類・掲示物・衣類・寝具等、様々な物が溢れている。これらを、「今使うものか」「適正な量か」「使用

頻度は高いか」等の視点で見極め、保健室に今必要なものを残し収納していくことで、使いやすい保健室になる。さら

には、心にも余裕ができ、今まで探すことにとられていた時間を子どもたちとの時間に変えることができるという素晴

らしい効果があることがわかった。 

 誰でもすぐに実践できるお話を聞くことができたので、よりよい保健室を目指して整理収納に取り組んでいきたい。 

 

８月２４日（木) １４：３０～ 

於：石狩教育研修センター 

 

＜ 当 別 ・ 新 篠 津 ブ ロ ッ ク ＞ 

１．研究主題 

健康について考え、心豊かに自分らしく生きる子どもの育成をめざして 

～救急ハンドブックの作成を通して、よりよい保健室運営について検討する～ 

２．研究内容 

今年度は、救急ハンドブックの「外科編」を作成して研究を進めてきた。 

① 部会全員で載せるべき情報を精査して、一般教職員を含め誰もが日々活用できるハンドブックの作成に取り

組んでいる。 

② 病気やけがの症状に対して明確な根拠をもって対応することが求められているため、養護教諭も常に最新の

情報を得て、症例に対応していく必要がある。 

③ 養護教諭同士で知っている情報を持ち寄ることで、情報が更新されたり、得られる量が倍増したりして、学び

を深める機会をもつことができる。 

 

３．研究の成果と課題 

   今年度は外科の症例について、文献や情報を持ち寄り、実用的なハンドブック作成のために全員で検討し意

見を出し合うことで、学びを深めることができた。今後も、各学校で集めた資料や情報を交流・検討しながら、

よりよい保健室運営について検討し、実践に繋げていきたい。 

 



２．理論研修会 

 

テーマ 「救急処置～養護教諭としての対応のポイント」 

講 師  北海道教育大学 札幌校 教授 岡田 忠雄 氏 

 

＜開催の概要＞ 

 長年、医師、研究者として小児の疾病、救急医療に携わってきた経験から、学校現場で起こり得る病態を例に、私た

ち養護教諭が救急処置にあたる際に気を付けなければならないポイントを詳しく教えていただいた。 

 

【頭部打撲】 

ポイント ①頭部所見 ②呼吸パターン ③肢位の観察 

 

・頭部打撲は２４時間注意。１人では帰宅・早退させないのが基本 

・意識清明期を意識して対応を行う 

・呼吸がおかしい場合はすぐにAED 

・頭部神経の診察にはペンライトを使用し、瞳孔の大きさや対抗反射の有無を確認 

 

その他にも眼窩底骨折や緊急性の見極めについて学んだ。 

 

＜成果＞ 
 近年の社会環境や生活様式の変化により、子どもの健康課題は多様化・複雑化している。その中で、養護教諭として

緊急時対応のポイントや注意点を学ぶことが、子どもたちが安心して学校生活が送ることができることにつながる。様々

なケースの緊急時の見極めのポイントを押さえ、緊急時体制を整えておく必要があることを再確認することができた。

本研修は、現場に即した内容であり、子どもの命を守るために必要な知識を深めることができた。 

 

Ⅳ．実践交流 

 今年度は４年ぶりにテーマ別の分科会を設定し、討議の柱に沿って研究討議を行った。その中でブロックの研究も深

まり、環流できるよう研究と関連付けた討議を行うことができた。また、日常の執務に関しての疑問や課題を取り上げ、

実りある分科会となった。掲示物・便利グッズ紹介も対面で行い、交流した。 

 

１．分科会 

各分科会は、下記のような柱のもとに話し合いを行った。 

 

【保健室（小）３グループ】 

１、小学校の保健室の在り方  

２、保健室からの支援、連携のとり方をどう進めていくか 

 

・声をあげる、助けを求めることも発信であり、学校全体で手立てを考えてもらうき

っかけになる。自分だけで抱え込まないことが大事であると再確認できた。 

 

【保健室（中）２グループ】 

１、中学校の保健室の在り方 ２、保健室からの支援、連携のとり方をどう進めていくか 

 

・各校の実態を知り、悩みを共有し話し合いながら学びを深めることができ、それぞれの学校に戻ってからも学びを 

生かしていけるような貴重な機会になった。 

１０月１３日(金) １３：３０～ 

於：江別市立対雁小学校 



【救急処置】 

１、学校で行う救急処置の在り方  

２、学校における救急体制および危機管理体制をどのように進めていくか 

 

・各校の事例を交流することで、救急体制を整える取組を共有することができた。子どもの命を守ることを最優先と

して、熱中症や宿泊行事等、全ての業務において事前準備が重要であることがわかった。 

 

【健康相談】 

１、保健室における相談活動の在り方  

２、個別支援・行内体制の充実をはかるためにどう進めていくか 

 

・各学校の不登校や行き渋りの子どもの現状と、どのように校内外で連携しながら対応しているかを共有することが

できた。校種や規模の違いによって関わり方や支援体制、外部とのつながり方も異なることがわかり、自校の対応と

比較しながら、今後の改善点を考えるきっかけとなった。 

 

２．掲示物・保健室便利グッズの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏を元気に！ 

性の多様性について 

ないぞうくん 

救急処置 

感染症対策 

ソーシャルスキル 



Ⅴ．部会研究の成果と課題 

 

１．成果 

「健康について考え、心豊かに自分らしく生きる子どもの育成をめざして」の研究主題のもと、各ブロックが具体化

した主題を設定し、研究を推進してきた。また、各ブロックでの研究レポートや理論・実技研修を交流することにより、

今日的な課題を共有し、より研究を深めることができた。実技・理論研修会では、整理・整頓・収納が子どもたちへの

よりよい関わりにつながることや、救急処置に関する学びを深め、今後の実践に結びつくよい研修となった。分科会で

は、活発な討議が進められ、どの分科会も明日からの実践に役立つ内容であった。４年ぶりに対面形式で研修会を開催

することができ、改めて、実際に顔を合わせて交流できることの大切さを実感した研究会となった。 

 

 

２．課題 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行され、これまでの日常が戻りつつある。しかし、新型コロナウイルスがもた

らした影響は大きく、子どもたちの新たな健康課題の増加も懸念される。その中で、子どもが心豊かに自分らしく生き

る力を育むために、養護教諭の特性を生かした効果的な実践と発信が必要である。次年度は、多くのブロックでまとめ

の年となる。各ブロックの研究成果や課題を明らかにし、全会員で共有していきたい。第二次研究協議会等の交流でき

る機会を活用し、分科会討議及び理論・実技研修会により、情報共有や連携に努め、課題解明に結び付けるとともに、

拡がりをもった視点で研究を推進していきたい。 

 

(文責 川口 真里亜) 


